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◇
性
別
に
よ
る
固
定
的
な

役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ

ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
な
男
女
共
同
参

画
社
会
を
表
現
し
た
漫

画
や
イ
ラ
ス
ト
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格

県
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
の
方

応
募
規
定
　

①
自
作
で
未
発
表
の
も
の
（
複
数
出

品
可
）

②
大
き
さ
は
Ａ
４
サ
イ
ズ

③
技
法
は
自
由
（
絵
の
具
、
フ
ェ
ル

ト
ペ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

④
色
は
自
由
（
白
黒
、
カ
ラ
ー
）

応
募
方
法
　

作
品
の
裏
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
記

入
し
、
持
参
ま
た
は
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
（
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
）。

応
募
締
切
　
６
月
26
日
(火)

表
彰
　
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点
、

入
選
10
点
程
度

◇
７
月
28
日
(土)
の
「
男
女
共
同
参
画
の

日
」
県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰

し
ま
す
。
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、

７
月
中
旬
ま
で
に
本
人
に
直
接
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

 
 

 
「男は仕事、女は家庭」と
いった性別による固定的な役
割分担にとらわれずに、家庭で、
地域で、学校で、職場で、そ
れぞれの個性と能力を発
揮できることです。 

男女共同参画とは 

地域振興課協働共生推進係
244-3116

問 

◇
応
募
作
品
の
著
作
権
な
ど
一
切
の
権

限
は
、
静
岡
県
に
帰
属
し
ま
す
。
応

募
作
品
に
つ
い
て
は
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
が
管
理
し
、
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
、
情
報
誌
な
ど
に
随
時
掲

載
し
ま
す
。

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
あ
ざ
れ
あ
」
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静
岡
市
駿
河
区
馬
渕
１
―
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１

男
女
共
同
参
画
の
漫
画
や
イ
ラ
ス
ト
を
募
集

平成18年度最優秀作品

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
生
活
情
報
を
ご
案
内

４
月
か
ら
市
役
所
１
階
市
民
課
に
「
外
国

人
生
活
情
報
窓
口
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
で
き
る
職
員
が
、
窓
口

で
手
続
き
の
お
手
伝
い
や
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。

〈
外
国
人
生
活
情
報
窓
口
〉

日

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

時

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時

所

市
役
所
１
階
市
民
課

内
容

窓
口
で
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
通
訳
、

市
の
業
務
に
必
要
な
文
書
の
翻
訳
な
ど

地
球
に
や
さ
し
い
企
業
活
動
を
目
指
し
ま
す

３
月
23
日
、
市
内
の
36
事
業
所
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
て
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」
の
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
企
業
の
活
動
を
環
境
省
が
評

価
す
る
制
度
で
、
国
際
規
格
の
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に

比
べ
て
経
費
負
担
が
少
な
く
、
中
小
企
業
も
取

り
組
み
や
す
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

事
業
所
の
皆
さ
ん
は
二
酸
化
炭
素
や
廃
棄
物

の
削
減
、
省
エ
ネ
、
節
水
な
ど
の
行
動
計
画
表

を
作
り
、
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。


